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　清元市長に於かれましては益々ご健勝の事とお喜び申し上げます。

　さて我々「播州祭り屋台伝統文化保存議員連盟(通称＝会館議連)」は令和５年２月
２日「播州屋台会館(仮称)」建設に向けての展示品・候補地・運営・財源等、施設整
備に関する『調査・研究費』を令和５年度予算に於いて計上して下さる様【要望書】
を提出致しましたが、時期的に遅かった事もあり計上されませんでした。

　また令和５年11月27日にも、令和６年度予算計上に向け『調査・研究費』に加え、
令和５年度の屋保連定時総会で市長が発案された『有識者会議』の立上げも織り込ん
で２回目の【要望書】を提出致しましたが、残念乍ら予算化はなりませんでした。

　つきましては、市長が提案されている、地域の活性化、市民相互の繋がり、伝統文
化・伝統工芸品の保存・継承に資する「お城や祭りなどを体感できる施設」としての
『(仮称)はりま伝統文化ミュージアム』早期実現に向け、３度目の【要望書】を提出
致しますので、『調査・研究費』の令和７年度予算計上と『有識者会議』の立上げと
を併せてお願い申し上げます。

　我々、議員連盟も全面的に協力・支援して参る所存です。ここに施設の早期実現を
目指し要望致します。
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